特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年5月31日410号
京都府の地域力再生プロジエクト事業交付金76.3万円振り込まれる　これまで京都府の助成金を多く申請してきましたが、23年度は6大事業を申請しました。その一つ一つが素晴らしいもので、京都府の植物誌目録ノートに記載した資料の原本の冊子化です。京都府に生育していたと記録にとどめられたものは3400種で、それらを記録した原本は痛みが烈しく、今の時期にスキャンをしてデジタル化することと冊子にまとめました。そして京都府総合資料館や京都府図書館に寄贈し、永久保存をお願いしました。次に木津川の希少植物の生育地の明確化作業を完成させました。三つ目は尾根筋ハイキングコースのギャラリー設置と整備が出来上がりました。4つ目は猪防護網の設置を農園里道の整備の完成です。そして防賀川堤への植樹をワークショップに取り組みながらおこなったこと。6つ目は園芸研究所跡地利用ができませんでしたが、里山農園農業熟で大根などの栽培に成功したこと、この事業の中で自走式の草刈り機による放棄田の復旧が一挙に進んだことが特筆です。以上6つの取組みがそれぞれ素晴らしい成果を残すことが出来ました。そしてこれからの活動にも引き継がれ将来にたのしみが増えました。
田植え体験　26日　22人出席　美味しいマメご飯　澄まし汁　きゅうりとワカメの酢の物　満腹　今年は、事務局レベルの皆さんによる作業となりました。子どもたちも4人ぐらいで少しさびしい取組みでした。それでも声を合わせてやおよろずの神々に五穀豊穣の祝詞を上げて、作業にかかりました。皆さんなれたもので、上手にしっかり植えつけられていました。女性の皆さんは折角お越しいただいた方々を歓迎しようと、農園で実ったエンドウマメを使ったマメご飯を炊き上げすまし汁やキウリの酢の物を作って振舞っていただきました。その上淡竹の筍も4本ずつお土産として配られました。大満足の一日でした。（ちなみに淡竹の筍は1本800円の値札が付いて売り出されているとか？）
里山農園　開墾　第1次分完成　30日　次の作業は耕運機で耕すこと　里山農園が出来上がりましたが、周りが3ｍ以上もあるしのぶが生茂りまるでバケツの底での農作業なので、見通しの悪いここでは進んで出てこられないとのことでした。そこで早速刈り取ることにしたのですが、何しろ10年以上も手入れがされていないので、草刈り機での人力ではとても手に負えないので、どうするか、大いに悩みました。小川さんの知恵が発揮され、自走式の草刈り機のデモンストレーションが行われて、威力の素晴らしさを実感しました。この草刈り機の効果で見違えるように出来上がっています。是非をご覧下さい。地主さんからは里山の会が作物を栽培されてはいかがと、声がかかりました。これからいろいろ相談させていただきたいと思います。
木津川ワークショップ　27日　５４人の参加　　木津川のワークショップという大変大きく広い分野を包含する内容に及ぶ呼びかけだったので、随分検討しました。会場の広さを考慮して5つで実施し、ベテランの田中元洋さんの助言をいただき、木津川のいいところを引き出すことに絞込みが功を奏して、見事にまとめあがり、各分散会では短時間にしては内容が充実したものになりました。
４月に実施した草刈り作業　大会本部会場・・外周の刈り込み　くず切り。　　東駐車場・・半分刈り取り　クズ切り。　南駐車場・・全面の草刈り　クズ切り　月末・外周の刈り込み。
木津川清掃ウォーク案内看板の立て込み10本　27日　ワークショップの終了後、大村氏森島氏によって10本のポスター杭打ちを行っていただきました。杭打ち場所は大変固くて大変でした。

木津川クリーンアップ案内看板39本設置　21日　　河川レンジャーの4人が加茂の恭仁橋から八幡の御幸橋までの両岸に呼びかけポスター杭を打ち立てました。ごらんになったら当日のご参加をお願いします。
里山の会　労務提供集約　10人で　479時間　今年からNPO法の改正がされ、年度末に提出する活動報告では定款に基づいてまとめなければなりません。そしてボランティアであっても活動参加者数の集計報告が必要になります。皆さんの協力度数の数値化を始めました。
レンリソウ　咲きました　観察会にはなかなか見つけにくかったのですが、やっと咲き出しました。
里山農園では　ジャガイモの花が綺麗に咲いています。サツマイモの植付け準備・畝が整いました。3日午後から植付けます、多数ご参加ください。またエンドウマメがやっと元気になってきています。天候相手の作物つくりは、思うようにはなかなか進みませんね。開墾したところではクズの根っこが耕運機の回転刃に絡みつきます。長年放置しておいたところでは自由に雑草がはびこっていますので、毎年手入れをしている場所とは違って思ったようには作業が進まず、本当に困難です。物事の開拓者の苦労が実感できます。
6月2日の山城大橋下(木津川右岸)で9時30分から行います城陽市教育委員会の｢キッズスポーツ｣のスタッフを求めています。



























週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

